
八戸市議会 第２回議会報告会記録 

 

１．開催日時・開催場所・参加者数 

⑴ 開催日時 平成 27年 11月 14日（土）18時 30分開会（20時 42分閉会） 

⑵ 開催場所 八戸市福祉公民館２階「大会議室」 

⑶ 参加者数 41名 

 

２．出席議員 

議会・各委員会選出議員 (12名) 

 職  名 氏  名 

八戸市議会 議長 吉田淳一 

議会運営委員会 委員長 森園秀一 

総務常任委員会 委員長 小屋敷 孝 

経済常任委員会 副委員長 八嶋 隆 

民生常任委員会 委員長 夏坂 修 

建設常任委員会 委員長 冷水 保 

中核市・広域連携推進特別委員会 委員長 工藤悠平 

観光振興特別委員会 委員長 高山元延 

港湾・都市基盤整備推進特別委員会 委員長 高橋一馬 

屋内スケート場・スポーツ文化施設建設特別委員会 委員 五戸定博 

決算特別委員会 副委員長 三浦博司 

議会改革推進委員会 委員長 大館恒夫 

希望参加議員 

(17名) 

 

久保百恵、岡田 英、日當正男、中村益則、苫米地あつ子、 

田端文明、伊藤圓子、山名文世、古舘傳之助、石橋充志、 

藤川優里、豊田美好、立花敬之、前澤時廣、田名部和義、 

寺地則行、秋山恭寛 

計 29名 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．役割 

役  割 担当人数 担 当 者 

会 

議 

運 

営 

あいさつ １名 吉田淳一 

司会進行 １名 五戸定博 

議会報告説明 ３名 

①市議会の概要 

森園秀一 

②議会改革について 

大館恒夫 

③９月定例会審議概要 

三浦博司 

意見交換 12名 

吉田淳一、森園秀一、小屋敷孝、八嶋 隆、 

夏坂 修、冷水 保、工藤悠平、高山元延、 

高橋一馬、五戸定博、三浦博司、大館恒夫 

受  付 ３名 久保百恵、岡田 英、日當正男 

マイク渡し ２名 中村益則、苫米地あつ子 

アンケート回収 ５名 
秋山恭寛、寺地則行、田名部和義、前澤時廣、 

立花敬之 

録音・報告書作成 ２名 小屋敷孝、工藤悠平 

資料作成 ５名 
八嶋 隆、高山元延、森園秀一、大館恒夫、 

三浦博司 

取材対応 １名 吉田淳一 

ポスター・チラシの配布 
全 員 

会場準備・後片付け 

 

４．議会報告会進行内容 

⑴ 開会 

⑵ 議長あいさつ 

⑶ 出席議員紹介 

⑷ 議会報告 

① 八戸市議会の概要 

② 八戸市議会における議会改革について 

③ ９月定例会審議概要 

⑸ 意見交換 

⑹ 閉会 

 



５．主な質疑 

 参加者からの質疑 議会からの回答 

１ ○自動車運送事業(市営バス)について 

支出超過となっているようだが、対策

案などの考えは。（尻内地区・男性） 

 

26 年度については、特別損失が発生し

たことで支出超過となった。 

バス利用者が年々減少し経営が厳しい

中、高齢者や交通弱者のためにも市営バス

を存続させなければならないという思い

で頑張っている。 

２ ○議案及び請願・陳情の審査方法について 

委員会で陳情の趣旨説明を行った際に

会議を傍聴したが、ほとんど質疑がなかっ

た。もっと市民目線に立った審査ができな

いか。（吹上地区・男性） 

 

審査に当たっては、議案等に関する資

料を事前にもらい、精査した上で委員会

に臨んで質疑をしている。 

３ ○視覚障がい者等が議員になった場合の

対応について 

議員活動ができるようにするための環

境整備についての検討は。 

（類家地区・男性） 

 

 

現時点で検討はしていないが、もしそ

のような場合は何らかの対応が必要であ

ると考える。 

４ ○議会改革について 

市民に開かれた議会というものをどの

ように捉えているか。（柏崎地区・女性） 

 

開かれた議会を目指し議会改革を進め

ており、その１つとして議会報告会を開

催しているが、その取り組みが市民に伝

わっていないのが現状である。 

参加人数がもっと多くなれば市民に開

かれた議会が認知されてきたと感じると

思うので、さらに回数を重ねていきたい。 

  



 

 参加者からの質疑 議会からの回答 

５ ○議員報酬について 

・議員報酬を削減したことは良いことだ

が、県内でも高いほうだと思う。このこと

についてどのように捉えているか。 

（柏崎地区・女性） 

・議員報酬は、安いと思う。 

（下長地区・男性） 

 

類似都市や職員の給与等も参考にしな

がら、平成 16 年と平成 25 年にそれぞれ

２％、計４％の削減を行った。 

６ ○福祉政策について 

福祉の向上に向けた具体的な取り組み

は。（下長地区・男性） 

 

住んでいる地域で医療や介護などのサ

ービスを一元的に受けることができる、

地域包括ケアシステムの構築に向けて取

り組んでいる。 

７ ○正規・非正規職員の人数等について 

以下の事項について伺いたい。 

①正規・非正規職員の人数及び割合の推 

 移 

②正規・非正規職員の格差 

③今後の採用及び非正規職員が増えて 

きていることへの考え 

（新井田地区・男性） 

 

担当部署に確認して後日回答する。 

→ 回答書は、別紙資料 

「主な質疑 No７への回答」のとおり 

８ ○教育費の無償化について 

人口減少対策の１つとして、大学までの

教育費の無償化ができればよいと考える

が、八戸市における取り組みは。 

（下長地区・男性） 

 

これまでの制度に加え、大学等に進学

する方を対象とした給付型の奨学金制度

を今年度創設したところであり、今後こ

のような仕組みを拡大していきたいと考

えている。 

  



 

 参加者からの質疑 議会からの回答 

９ ○人口減少対策について 

人口を増やすには結婚して子どもを産

むことに尽きる。そのための出会いを設け

るしか対策はないのではないか。 

（地区不明・女性） 

 

本年 10 月に策定した八戸市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略における結婚支

援事業の１つとして、出会いの場を設け

る「はちのへ縁結びプロジェクト事業」

があり、来年度から取り組む予定である。 

10 ○タブレット端末について 

紙の使用量削減になるとのことだが、タ

ブレット端末だけでは確認できず印刷枚

数が増えることから、逆に紙の使用量が増

えることはないか。（大館地区・男性） 

 

これまでは、予算特別委員会や決算特

別委員会などの各種会議において大量の

資料が配付されていたが、タブレット端

末を利用することで集約され、年間約 16

万枚の紙の使用量削減ができる見込みで

ある。 

 

  



６．主な意見・要望 

 参加者からの意見・要望 議会からの回答 

１ ○本会議場の環境整備について 

・傍聴席の椅子が硬い。 

・夏場は冷房が効きすぎている。 

（類家地区・男性） 

 

（意見として承る） 

２ ○市議会だよりについて 

一般質問の要旨の掲載について、質問者

の問いが少なく、理事者の答弁が長いので

見直しをしてもいいのではないか。 

また、質問議員１人につき１項目ではな

く、他の項目も掲載すべきである。 

（類家地区・男性） 

 

（意見として承る） 

３ ○議会報告会について 

・１回目は「はっち」、２回目は「福祉公

民館」で開催しているが、西地区や東地区

など地区を分けて開催すれば集まりやす

いのではないか。 

良い会議を開催しているのに参加者が

少ないのは気になる。ぜひたくさん集まる

方法を考えてほしい。（上長地区・男性） 

・開催に当たっては、議員も参加の声掛け

をし、会場が満席になるくらいにしてほし

い。（鮫地区・女性） 

 

（意見として承る） 

４ ○定例会の周知について 

議会日程について、市役所内での周知徹

底を図ってもらいたい。（鮫地区・女性） 

 

（意見として承る） 

  



 

 参加者からの意見・要望 議会からの回答 

５ ○選挙活動について 

４月の統一地方選挙の投票率が低かっ

たのは、東日本大震災以降の選挙活動の自

粛ムードが一因であると思う。 

次回の選挙からはもっと活発に選挙活

動をしても良いのではないか。 

（湊地区・男性） 

 

（意見として承る） 

６ ○中核市移行について 

中核市に関する説明会において、櫛引地

区の産業廃棄物の問題や総合保健センタ

ーの建設についての意見・質問が出ていた

が、これらについては、税金などで市民に

跳ね返ってくることがないようにしてほ

しい。（湊地区・男性） 

 

（意見として承る） 

７ ○市民病院について 

６年連続の黒字ということであるが、予

約診療・検査までの期間や、急患での受付

から診察までの待ち時間が長いことなど、

住民サービスの面において現在の体制で

よいのか疑問を持っている。 

（湊地区・男性） 

 

（意見として承る） 

８ ○雇用について 

八戸市での雇用創出には、漁業をどうす

るのかということと、市場（いちば）の改

善が必要だと思う。（類家地区・男性） 

 

（意見として承る） 

  



 

 参加者からの意見・要望 議会からの回答 

９ ○小学校のプールと学童保育について 

プールがない小学校がある。小学校には

全てプールを作ってもらいたい。 

保育園より小学校の学童保育のほうが

早く終了している。そのような実態を把握

して取り組む必要があるのではないか。

（類家地区・男性） 

 

（意見として承る） 

10 ○地域活性化（市町村連携）について 

中核市移行後は、県内市町村だけではな

く、岩手県北などとも連携していくことを

考えていくべきである。（吹上地区・男性） 

 

（意見として承る） 

11 ○自衛隊八戸飛行場の利活用について 

高館にある海上自衛隊の基地空港を民

間で利用できるようにすれば、市の活性化

が図られるのではないか。 

（尻内地区・男性） 

 

（意見として承る） 

12 ○中心市街地の空洞化について 

中心市街地は空き家が目立つなど、空洞

化してきている。 

例えば、地域資源である長者山や神明

宮、法霊神社を活用した観光振興を図り、

そして若者や高齢者にも働いてもらうな

ど、既存の資源を有効利用した施策を考え

てみては。（尻内地区・男性） 

 

（意見として承る） 

 

７．アンケート結果   別添資料のとおり 


